
飯能市立博物館館報

『きっとすレポート』第 4 号

当館の館報は、博物館活動の総体を多くのみな

さんに知っていただくため発行しています。

通巻で 19 冊目となる本号は、令和 3（2021）

年度の実績報告書です。

その年度を代表する事業から選んでいる表紙の

写真は、東京オリンピック・パラリンピック延

期に伴い、予定より 1 年遅れて令和 3 年度実施

となったヒロシマ・ナガサキ原爆資料展の見学

風景です。

・前号に引き続き、コロナ禍によって影響を受けた当館の運営についてまとめました。（15ｐ）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、

令和3年度は以下のような運営上の影響があり

ました。

○ヒロシマ・ナガサキ原爆資料展

　・「被爆体験証言会」（8/7・8）の中止

　・ヒロシマピースボランティアの派遣見送り

○小学3年生社会科学習支援

　・市民学芸員の対応中止（1/22～）

○地域・生活福祉課臨時特別給付金対策室への

　職員派遣（1～3月）

本号の特徴

令和 5 年 3 月発行、56 ページ

700 円（税込み）



■令和3年度の主な実績

①当該年度の入館者数は、コロナ禍にも

　関わらず36,455人を記録しました。

　これまでで4番目の多さでした。

　→68ｐ

②大河ドラマ「青天を衝け」放映に関連し、多くの事業支援を行いました。→28p

③講師派遣件数は、これまでで最高の年間31件を実施しました！→49p

…これは大河ドラマ「青天を衝け」の放映に伴い、渋沢栄一関係の出前講座の依頼が増えたためと考えられ
　ますが、主催者側で感染防止対策として定員を少なく設定しているため、受講者数はコロナ禍前には及び
　ませんでした。

当館では、大河ドラマ「青天を衝け」
の展開に合わせ、史料に基づきそ
れに関連した情報をSNSで 24回発
信しました。また、飯能戦争をテー
マとして平成23年度に開催した特
別展「飯能炎上」の図録（第3版）
を増刷しました。
そのほか、観光・エコツーリズム
推進課、情報戦略課、奥むさし飯
能観光協会と連携し、右表にある
ような大河ドラマに関連する事業
を支援しました。

これは、大河ドラマ「青天を衝け」で飯
能戦争が登場したことと、ヒロシマ・ナ
ガサキ原爆資料展が開催されたことによ
るものです。


